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インターン体験記   藤原 嶺

僕は、大学３年時の 年 月の ヶ月間、モンゴルの首都・ウランバートルにある国営の通信社とラジオ局でイ

ンターンをしました。モンゴルを選んだ理由は、日本人があまり行かないアウェーの地だからこそ失敗を多く経験で

き、自分の成長につながると思ったからです。実際にモンゴルでインターンをしてみると、言葉や文化の違いなどわ

からないことだらけで、数多くの失敗を経験しました。ただ、それが日本での生活や将来にとっては、とても重要な

ことだと思います。もうひとつの理由が、僕の将来の希望の職種（マスコミ関係、特に記者）の仕事を体験できるた

めです。モンゴルでのジャーナリズムインターンでは、日本語を使って仕事ができます。通信社では、日本語の新聞

を作るセクションで働きました。主な仕事内容は、原稿の校正、取材、記事の執筆でした。前・駐モンゴル日本大使

への取材など、日本のインターンではできないような実践的な経験を積めました。自分が書いた記事がこの国営の新

聞に載ったときは感動しました。元新聞記者の日本人の方にご指導いただき、記者を目指す僕としては非常に勉強に

なりました。



 

 

発展途上で、日本に比べると小規

模なモンゴルという国だからこそ

できる仕事だと思います。またラ

ジオ局での仕事は、日本語のラジ

オ番組を作ることでした。仕事内

容は、リスナーからのお便りの返

事を書くこと、取材、番組制作、

ラジオ などでした。ただの一

大学生が、国営のラジオ番組に出

演して を務めるなど、なかな

か経験できることではないと思い

ます。どちらの会社にも、日本語

が上手なモンゴル人の方がいて、

言葉にはまったく困らなかったで

す。また、プロジェクトアブロー

ドを通じて各国からやってくるイ

ンターン生達との交流もいい経験

になりました。

英語で会話することで英語の上達はもちろんのこと、あらゆる国のひとの話を聞いて視野が広がりました。こう書くと

「英語ができなきゃ暮らしていけないんじゃないか」と思われるかもしれませんが、そんなことはありません。僕の英

語は日常会話も怪しいくらいのレベルですが、ノリでなんとかなりました。言葉はコミュニケーションのツールに過ぎ

ないということを改めて感じました。また、日本人が気にしがちなことに、治安の問題があると思います。僕は、イメ

ージしていたよりモンゴルは安全な国だと感じました。昼間はどこでも安全に歩けました。夜は気をつけなければいけ

ませんが、僕は基本タクシーで移動したので問題なかったです。バス内にはスリが多いなど油断はしてはいけません

が、警戒しすぎるほどではないと思います。モンゴルという国はとても面白い国です。意外と日本と似た部分もあれ

ば、まったく違う部分もあります。「モンゴル＝草原」というイメージで行けば、衝撃を受けることでしょう。いろい

ろ書きたいことはありますが、それはモンゴルに行ってからのお楽しみということで。

（笑）最後に、僕は週末に２回ほど小旅行をしました。田舎は、モンゴルのイメージそのままです。日本ではありえな

いスケールを肌で感じました。日本で小さなことを気にしている自分がバカらしく思えてきました。週末にいろいろな

ところへ出かけるのも、リフレッシュになっていいでしょう。さまざなな経験をし、尐しはたくましくなれた１ヶ月間

でした。モンゴルでのインターンや生活に関して何か聞きたいことがあれば、プロジェクトアブロードを通して僕に連

絡いただけたらと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 


